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1. はじめに

温泉地の多くはその発生的な地方湯治場から観光温泉地-と発展する傾向VTLある.そ こで太稲

では黒石温泉郷を例にとD､その観光の諸分析を行ない地理的特殊性を明らかVCL､そこVCおけ

る問題を提起し､その対策と将来の観光発展に関する若干の指針を主に十和田八甲田観光の結び-

つきを考えて試みたものである｡

2. 各温泉地の立地

≪位置と交通≫ 青荷を除く各温泉地はいずれも浅瀬石川流域vc位置 し､遠端の押浦で黒石駅

からバスで 45分である｡この流域沿囚そば国道 102号線があD､観光のモータりゼ-ソヨ/

化にも貢献している｡

温泉郷へのバスの俵は 1日数回の往復便があ

る.冬期になると温Ht線 1往復便のみとなる.

育荷-は沖浦､二庄内から徒歩で 1時間 50

分､自動車で 50分ほどかかる｡

<第1回>参照

≪気候的条件≫ 青荷を除いて各温泉地とも

雪の量はかわらない｡青荷は他と比べ気温も5･40

低く積雪量もかなb多く観光客数も皆無VC等 し

レ＼｡

≪地形的条件≫ 各温泉地ともに山間VC位置

しておb空間的打が37が極めて狭少でいずれ も

河岸あるいは丘陵一,VC沿って､直線的VC諸施設

が配置され､背後は急峻を山地断崖で地域的拡

大VC不利といえる｡中でも落合は比較的スベー

第 1図

黒石温泉郷調査地域図

f+,EI

スが広く今後更VC水平的拡大も可能である｡温

泉はかなb施設が飽和状態vcなっておb水平的

拡大には困難がある｡青荷は山間の渓谷Lてあb

施設の拡張には山地の開発が要求される｡

≪観光資源≫ 浅瀬石川流域は山岳美瑛谷美と自然に恵まれ､新緑､紅葉､雪景色はすぼらしい

景観である.また-イキ/グコース､サイク.)/グコース､スキー場､又虹の湖のポー ト場､約
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9場と近在重要な観光資源となっている｡

≪観光施設≫ 国光関係事業所と宿泊施設の規模vcついては第 1表 ･第 2蓑のとお9である.

温湯は客舎が殆んどから湯治場的性格が強く､二庄内は更にその性格が強く山間の湯治場とそっ

ている｡ 落合は旅館の規模 も大きくスキー場

第 1哀 観光関係事業所数 昭和 50庄

温湯 落合 板留 二庄内 沖浦 青荷

旅 舘 1 ll 5 D 5 1

客 舎 8 0 5 5 00

宿泊 施 設そ の 他 1 5 10 00
料理店.メ 2 2 10 00
みやげ物店 2 2 00 2 0
遊 戯 場 0100 2. 1

第 2表 宿泊施設の規模 昭和 50軽

収容大が 聖 温湯 板留 落合 二庄内 沖浦 青荷

25- 50 7 5 7 5

50-ー100 5 2 4 1

loo-150 2

150-200

200-250 1

計 (人 ) 475 280 854 854 70

温泉プール､みやげ物店､料理店を

どが温泉と有機的に結びつき新興温

泉地としての性格がうかがえる｡坂

留は湯治的性格を残 しをがら行巣的

面 も発く7まってきている｡沖浦は虹

の湖を中心としてポー ト場､釣b場､

キャンプ場などがあyh､その発生的

湯治場から行巣的温泉地へと転化し

つつある､青荷は旅舘が 1軒でいま

だ山間湯治場といった感 じであるが

最近-､イキ/グコース､自動車道開

通と行染地的面が強くなってきてい

る｡

5. 雷光客の諸分析

≪季節的動態≫ 観光客の,lE間の動

きをとらえるのVC本稿では入湯税と

宿泊者名簿､観光客見込数などの資

料か ら考察した｡その結果､第2図

か ら季節的動態をみると温湯の農閑

朗型､板留の夏主秋冬徒の5季型､

落合の夏秋主冬従の5季型､二庄内

の農閑期型､沖浦の秋主夏従の 2季

型､青荷の夏秋主の 2季型となって

いることがわかる｡これよb季節的変動が大きく経営合理化の面で大きな問題となっている｡

≪滞在形態≫ 本稿では宿泊者名簿による調査か ら考察した｡これVCよると温湯､二庄内は 5

泊以上の長期滞在型となっている｡これは湯治場的性格が強いためである｡板留は主として短期

滞在型で温浜､二圧内VC次いで5泊以上が多いのは客舎が多いからといえる｡落合は他の温泉よ

Dも遊興的施設が多いことや旅館の施設面､規模面で充実 していることから家族づれや団体客の
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第 2図 季節的動態 昭和50在

(%) 1月 2 5 4 5 6 7 8 9 10 11 12(月)

日帰b客が多く､次いで 1泊-2泊と短期滞在型と在っている.沖浦はダムをせき止めた虹の湖

があることや周囲が新緑､紅葉時に美しい景観をよそおうため学生の遠足､町内会慰安たどの団

体客が十和田湖西口遊覧コースの一拠点として訪ずれ第2義的夜ためVC日帰Dが多く主に短期滞

在型と怒っている｡青荷は他の温泉に比べ地形的vc不利を条件にたたされているため観光客数も

少をく季節的変動が大きいが､この地域には.ハイキングコースたどがあることから学生の遠足や

植物､昆虫研究の研修団体が入9こむため主として短期滞在型とたっているが､この温泉は療養

の効能VC特に良いので湯治を目的とした長期滞在も少なくはをい｡季節的にみると温湯､二庄内

は､農閑期に長期滞在客が多く板留落合は夏､秋に短期滞在客が多い｡沖浦青荷は夏の新緑､秋

の紅葉シーズンに十和田湖と結びつき日帰 9､ 1- 2泊の短期滞在客が多くをっている｡

≪誘致圏≫ 温泉地とその利用者の地域的関係を調べる上でこの誘致圏の調査は不可決のもの

と思われる｡本稿では黒石観光課の資料と宿泊者名簿から考察 した.それVCよるとここ 10昼間

(58庄-48庄 )で県外客が 2倍にた920割烹どVCをっている｡<第5表 参照>

主に､関東､関西､東北各県からの観光客である｡県外客のほとんどは十和田湖観光のシーズン

である夏､秋に集中しておb県外客を80帝ほど吸収 している十和田観光圏との結びつきが強い

といえる｡温湯､二庄内は湯治客が主で､それも県円の固定客が90帝ほどをしめている｡板留

落合は県外客が5ロ創まどで主に関東､関西の学生層や会社の同僚グループの人たちが十和田湖

の夏の避暑､秋の紅葉時に十和田湖観光の-宿泊拠点として来遊している.落合は全体の 10啓
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ほどが関東である.押浦は十和田湖観光西口

遊覧コースの一拠点と在っているため県外客

が 50- 40別号どとをっている.地方別の

傾向は板留､落合と似ている.青荷は国道沿

いから離れているので県外客がおとずれるの

はまれで90別まどが県内客であるO県外客

は関東､関西の学生を中心とした若狂層であ

る｡

≪生令層≫ 如何をる世代の人々が当地区

Vこ来遊しているのかという観光客の生令層の

第5表 観光客の誘致圏 (県内 ･外)

壬E慶 県 立 公 園 黒 石 温 泉 郷
計 県 外 県 内

地域内 弛域列

S58 568,000(八 9.9(i) f8.8(i)81.5(i

40 409,ODD 9.9 8.8 81.5

42 571,000 ー0.5 9.5 80.2

44 452,000 ー2.0 8.6 79.4

46 482,000 I7.0 8.5 74.5

48 527,000 19.9 8.5 71.8

把握は観光事業の上VCも大きを問題である.

第 図で明らかをようIjr温湯､二庄内は 4D代以上の中老庄層が中心である.板留は各生代平均

しているが客舎が多く湯治的性格ももちあわせているため老JfE層が若干多-vl.落合も平均してい

るが､やや中 ･老年層が多い.沖浦は各在代平均している.青荷は青少産層が多く､次いで老生

層と在っている.青少産層が多いのは-イキングコースをど遠足コースに適しているためと思わ

れる.老荘層が多いのは､この温泉が療養に特VC効能が良いため湯治でやってくるお鉱害Dが多

いためである.

4. む す び

黒石温泉郵VCおける現況の親光分析から察すると､県外客が少をく季節的変動が大きい.又､

十和田湖観光と有機的VZ:箭光ルートが形成されていをいための観光の広域化にたちかくれている.

この対策として宿泊施設の質の向上や十和田と八甲田と有機的VC結びつけた観光ルートの形成の

ためVC現在出入率の低い黒石口のルート(第5図 ･第4表 参照 )の他VC落合温泉と酸ケ湯を結

ぶ道路を補強し舗装道路と完備 し広域観光流動のサーキュレーションVC組みこみ観光客が有効的

VC旅行できるシステムと覆れば観光客の増大が県列県内を問わずできると思われる.

その他季節的変動をモくするVCはシーズン

カフにおける新しい魅力の創造､例えばス

キー場の開発や流動性の高い日動車利用の

便宜をはかる必要がある｡温泉郷全体の観

光発展を願う場合､落合を新額光ルート

(落合 もう 八甲田(酸ケ湯 ))の拠点と

して､観光のモークリーゼーション化を対

象とする腹泉地として開発していけば良い

第 4表 十和田湖観光圏口別割合

産直 合 計 くべ 黒 石 口 SU %(%)

58 1,0.40.585 41,884 4.0

40 1,t66,695 85,626 7.2

42 1.589,565 fT9,824 86

44 1.660.652 r54,968 8.[

46 2,027,000 f76,r26 8.7

48 2,257,000 ZT7, 4 45 9.5

-41-



と思われる.最後にこの論文を進める忙あ

た って多大な御指導､助言を下さった横山 ･

水野両先生､並びVC多 くの宿泊施設の7/ケ

ケー トに協力していただいた友人諸君IK深 く

感謝いた します｡

第5図 十和田 ･八甲田地境の

経路別出入率 (%)

青森ロ
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